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東アジア地域におけるメタン収支の統合的評価に向けて

Integrated Assessment of Methane Budget in East Asia
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　地球温暖化の原因物質（温室効果ガス）としてメタンは二酸化炭素に次ぐ寄与を持っており、そのグローバ

ルな収支において東アジアは重要な役割を果たしていると考えられる。この地域には広大な水田が分布し大き

なソースとなっているだけでなく、石炭などの化石燃料採掘、廃棄物の埋立、家畜飼育などの人為排出源が存

在している。そのため、生物地球化学的なモデルや観測研究のみでは収支の全容を明らかにすることは困難で

あり、各種の統計やインベントリを用いた統合的な評価を行う必要がある。演者らは環境省推進費により3年

間のプロジェクトとして「メタンの合理的排出削減に資する東アジアの起源別収支監視と評価システムの構

築」を実施している。そこでは、生物地球化学的モデルを用いた湿原等からの放出および乾燥土壌での吸収の

推定、インベントリ分析による人為起源排出の評価、大気中のメタン濃度および同位体比観測による排出源分

離、さらに地球システムモデルを用いたメタンの気候フィードバック評価を行う計画である。複数の手法によ

る推定結果を比較検証することで、単独手法よりも偏りが少なく信頼性の高い評価が可能と期待される。ここ

で得られた地域スケールメタン収支は、衛星観測による収支評価に寄与し、各種の国際プログラムに貢献する

ことが期待される。
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